
（別紙３）

〜 2024年12⽉30⽇

（対象者数） 66 （回答者数） 37

〜 2024年12⽉30⽇

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 集団で取り組んでいるので、個々のレベルに合わせたねら
いを定めていく必要がある。

2 ご利⽤者様のご希望を聞く機会を設ける。

3 ⽀援内容の⾒直しを適宜⾏っていく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 保護者会等の開催を検討する。

2

参観⽇の開催を検討する。
ブログや通信等での発信内容を、写真を⽤いることでわか
りやすいものにする。
⾯談時に、来所していただけるように対応できる時間を⻑
くする。

3

定期的に他の放課後等デイサービスや児童館と交流する機
会を設けられるように検討する。
地域住⺠の⽅々と関われる機会を、⾏事に招待したりボラ
ンティアの受け⼊れなどから増やします。

SSTの取り組み。
年間でねらいを定めて、それに沿って内容を決めて⾏ってい
る。
2か⽉間同じ内容を⾏うことで般化を⽬指している。

1⽇利⽤の際は毎回外出⽀援を⾏っている。 様々な経験ができるように、外出先を決めている。

LSTの取り組み。
個別⽀援計画に沿った⽀援を⾏い、毎利⽤ごとに評価してい
る。

地域との関わりが少ない。
他の放課後等デイサービスや児童館との交流が少ない。
地域の⽅々と関わる機会があまりない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者様同⼠が交流できる機会を設けられていない。 保護者会や家族⽀援プログラムが開催できていない。

保護者の⽅が活動の様⼦を⾒れる機会がない。
参観⽇の開催ができていない。
ブログや通信等での発信が充分ではない。

2024年11⽉20⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年1⽉9⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アプリ児童デイサービス北品川

○保護者評価実施期間 2024年11⽉20⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


